
２０２５年度 入学試験問題

算 数
（第３回・グローバル入試共通）

［注意］

１．定規、三角定規、分度器、コンパス、計算機は使ってはいけません。

これらはかばんの中にしまいなさい。

２．試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。

３．解答用紙は、問題冊子の中にはさんであります。試験開始の合図があったら、

解答用紙を取り出して受験番号と氏名を記入し、QR コードシールをはりなさい。

４．解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

５．問題冊子の余白等は自由に使って構いません。

６．試験終了後、解答用紙のみ提出し、問題冊子は持ち帰りなさい。
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（計算用）

― ２ ―― １ ―

１ 次の に当てはまる数を答えなさい。

問２ ５.０３cm×０.８m×５０mm＝　　　　    L

　原価が 　　　　　円の商品を１００個仕入れて、原価の５０％の利益を見込んで定価を

つけて売ったところ、３０個売れ残りました。その３０個を定価の２５％引きで売ったところ

すべて売れて、利益は４０３０円になりました。ただし、消費税は考えないものとします。

問４

問１ ＝

問３　ある仕事を行うのに、Ａさん１人で行うと６時間、Ｂさん１人で行うと４時間、Ｃさん

１人で行うと３時間かかります。この仕事をＡさん、Ｂさん、Ｃさんの３人で３０分行い、

その後、Ａさん、Ｃさんの２人で   　　　　  分行い、さらにＢさん１人で１時間行ったところ、

この仕事がちょうど終わりました。

問５　５％の食塩水２００g に 　　　　　％の食塩水を５０g 加えて、１０g の水を蒸発させた

ところ、５％の食塩水ができました。

問６　えんぴつの本数は消しゴムの個数の３倍です。 　　　　　人の生徒にえんぴつを５本ずつ、

消しゴムを２個ずつ配ったところ、えんぴつは８本あまり、消しゴムは１０個足りません

でした。

１ の問７に続きます。

＋１
１３５ ＋１

２２５
１

４０５ － １
６７５－ １

８１

こ
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１

問７　下の図のような平行四辺形ＡＢＣＤがあり、点Ｅ、Ｆはそれぞれ辺ＡＢ、ＣＤのちょうど

真ん中の点です。ＡＣとＤＥの交わった点をＧ、ＡＣとＥＦの交わった点をＨとするとき、

（三角形ＡＢＣの面積）：（三角形ＥＨＧの面積）＝ 　　　　　：１になります。

問８　下の図は正面から見たときの図で、【図１】は底面が正方形で高さが１５cmの直方体の

容器いっぱいに水が入っている状態です。【図１】の状態からこの容器を【図２】のように

底面の１辺を軸として傾けていき、３８４cm３の水を減らしました。容器の底面となっている

正方形の１辺の長さは 　　　　　cmです。

じく かたむ

【図１】 【図２】
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２　太郎君はＡ地点とＢ地点を一定の速さで走って往復します。次郎君はＢ地点からＡ地点に

一定の速さで歩いて向かいます。太郎君はＡ地点から、次郎君はＢ地点から同時に出発します。

太郎君はＢ地点に着いてから４分間休んだ後再び同じ速さで走り出し、Ａ地点を出発してから

３６分後に再びＡ地点にもどりました。次郎君はＢ地点を出発してから４０分後にＡ地点に

着きました。あとの問いに答えなさい。

問２　太郎君と次郎君が２回目に出会うのは、２人が同時に出発してから何分何秒後ですか。

問１（太郎君の走る速さ）：（次郎君の歩く速さ）を、最も簡単な整数の比で表しなさい。問１

ろう
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３　下の図のように半径３cmの円Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄが、中心が一直線上になるように並べてあります。

また、円Ｂ、Ｃ、Ｄは固定されています。円Ａが円Ｂ、Ｃ、Ｄの周りをすべることなく回転

しながら動きます。円周率を３.１４として、あとの問いに答えなさい。

問２　はじめて円Ａがもとの位置にもどったとき、円Ａは何回転しましたか。

問１　はじめて円Ａがもとの位置にもどったとき、円Ａの中心が動いた長さは何cmですか。

問３　円Ａが２０２５回転した後の、円Ａの位置を解答用紙の図にかき入れなさい。
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４

問１

　３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃについて、次の①から④のことが分かっています。

　　①　３つの整数はすべて１から１５０までのいずれかの整数です。

　　②　Ａは奇数で、約数の個数は６個です。

　　③　Ｂを１３で割ったときの商は余りの３倍です。

　　④　Ｃは５の倍数で、Ｃを１２で割ると９余り、Ｃを９で割ると６余ります。

　このとき、あとの問いに答えなさい。

　Ｃはいくつですか。

問２　Ｂとして考えられる数のうち、最も大きいものはいくつですか。

問３　Ａ、Ｂ、Ｃの最大公約数が１５のとき、Ａ、Ｂ、Ｃの最小公倍数として考えられる数の

うち、最も大きいものはいくつですか。

き
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（問題は前のページで終わり）

― １１ ―

５　下の図のような１辺の長さが３cmの立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨがあります。辺ＡＢ上にＡＰの

長さが１cmとなるような点Ｐをとり、辺ＡＤ上にＡＱの長さが１cmとなるような点Ｑをとります。

この立方体を３点Ｐ、Ｑ、Ｇを通る平面で切断したとき、この平面と辺ＤＨが交わる点を点Ｒ

として、あとの問いに答えなさい。

問２　切断された立体のうち、点Ｃをふくむ立体の体積は何cm３ですか。

問１　（ＤＲの長さ）：（ＲＨの長さ）を最も簡単な整数の比で表しなさい。
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